
　

今
回
の
実
践
塾
の
趣
旨

　

今
回
の
地
方
創
生
実
践
塾
は
、「
荒
川

区
民
総
幸
福
度
（
Ｇ
Ａ
Ｈ
）」
の
取
り
組

み
―
「
指
標
化
」
と
「
地
域
力
」
―
を
テ
ー

マ
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

近
年
に
な
っ
て
、「
幸
福
」
と
い
う
テ
ー

マ
に
関
す
る
関
心
が
国
内
外
に
わ
た
り
高

ま
っ
て
い
る
。
国
際
的
に
は
、
ブ
ー
タ
ン

の
い
わ
ゆ
る「
国
民
総
幸
福
量（
Ｇ
Ｎ
Ｈ
）」

の
取
り
組
み
が
注
目
さ
れ
、
ま
た
こ
れ
に

限
ら
ず〝
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
は
測
れ
な
い
豊
か
さ
〟

や
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
代
わ
る
「
豊
か
さ
」
指
標
に

関
す
る
試
み
が
研
究
レ
ベ
ル
・
政
策
レ
ベ

ル
を
含
め
て
活
発
化
し
て
い
る
。

　

他
方
、
国
内
に
目
を
向
け
る
と
、
い
く

つ
か
の
自
治
体
が
幸
福
度
指
標
策
定
に
取

り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
こ
こ
数
年
の

こ
と
で
あ
り
、
そ
の
も
っ
と
も
先
駆
的
な

例
が
東
京
都
荒
川
区
の
試
み
で
（
同
区
が

荒
川
区
民
総
幸
福
度
（
Ｇ
Ａ
Ｈ
）
の
導
入

を
提
唱
し
た
の
は
２
０
０
５
年
で
、
同
指

標
に
関
す
る
研
究
を
行
う
荒
川
区
自
治
総

合
研
究
所
の
発
足
は
２
０
０
９
年
）、
ま

た
熊
本
県
が
「
県
民
幸
福
量
の
最
大
化
」

の
考
え
方
を
掲
げ
た
「
く
ま
も
と
の
夢
４

カ
年
戦
略
」
は
２
０
０
８
年
を
起
点
と
す

る
も
の
だ
っ
た
。

　

視
点
を
変
え
て
み
れ
ば
、こ
う
し
た「
地

域
の
幸
福
」
に
関
す
る
取
り
組
み
は
、
昨

今
盛
ん
な
「
人
口
減
少
」
問
題
と
も
深
く

関
わ
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
昨
年
出
さ
れ

た
い
わ
ゆ
る
増
田
レ
ポ
ー
ト
は
、
マ
ク
ロ

の
人
口
減
少
や
東
京
へ
の
一
極
集
中
が
も

た
ら
す
危
機
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
と
い
う
意

味
で
は
大
き
な
意
味
を
も
っ
た
半
面
、
全

体
と
し
て
、
人
口
と
い
う
「
量
」
の
側
面

に
関
心
が
集
中
し
て
お
り
、
ま
た
、
地
域

の
「
豊
か
さ
」
の
意
味
そ
の
も
の
に
つ
い

て
、
依
然
と
し
て
経
済
の
拡
大
・
成
長
や

効
率
性
を
基
本
に
お
く
従
来
型
の
発
想
に

と
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

疑
問
も
生
じ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
意
味
で
は
、
そ
も
そ
も
「
地

域
の
豊
か
さ
」
と
は
何
か
を
根
本
か
ら
問

い
な
お
し
、「
幸
福
」
と
い
う
視
点
を
地

域
の
豊
か
さ
の
柱
に
す
え
る
幸
福
度
指
標

の
〝
思
想
〟
は
、
昨
今
の
そ
の
種
の
人
口

減
少
論
に
対
す
る
一
種
の「
ア
ン
チ
・
テ
ー

ゼ
」
と
し
て
の
意
義
を
も
担
う
こ
と
に
な

る
と
思
わ
れ
る
。

　
講
義
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
（
１
日
目
）：

幸
福
度
指
標
策
定
に
関
す
る
具
体

的
な
方
法
論
な
ど
議
論

　

実
践
塾
の
初
日
に
お
い
て
は
、
西
川
太

一
郎
・
荒
川
区
長
の
開
講
の
挨
拶
に
続
き
、

ま
ず
主
任
講
師
の
広
井
よ
り
、「
幸
福
度

指
標
と
地
方
創
生
―
人
口
減
少
社
会
を
希

望
に
」と
題
す
る
講
義（
講
義
①
）を
行
っ

た
。こ
こ
で
は
た
と
え
ば
、「
幸
福
は
個
人

に
よ
っ
て
多
様
で
あ
り
、行
政
（
自
治
体
）

が
そ
れ
に
介
入
す
る
の
は
妥
当
で
は
な

く
、
行
政
の
役
割
は
む
し
ろ
不
幸
を
減
ら

す
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ

た
基
本
的
な
疑
問
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る

か
と
い
っ
た
話
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　

続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

Ｇ
Ａ
Ｈ
を
提
唱
し
推
進
し
て
き
た
西
川
区

長
と
、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
理
事
長

で
あ
る
椎
川
忍
氏
を
パ
ネ
リ
ス
ト
と
す
る

も
の
で
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
広
井
）、

非
常
に
示
唆
深
い
内
容
と
な
っ
た
。
西
川

区
長
か
ら
は
、
Ｇ
Ａ
Ｈ
を
提
唱
す
る
に

至
っ
た
経
緯
の
ほ
か
、「
不
幸
を
減
ら
す
」

こ
と
が
優
先
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
子

ど
も
の
貧
困
」
問
題
に
率
先
し
て
取
り
組

ん
だ
こ
と
、
待
機
児
童
解
消
の
た
め
都
市

公
園
の
中
に
保
育
園
を
設
置
で
き
る
よ
う

に
提
案
す
る
な
ど
幸
福
度
指
標
は
行
政
の

タ
テ
ワ
リ
を
超
え
て
政
策
を
総
合
化
す
る

意
味
を
も
つ
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
た
。

一
方
、
椎
川
理
事
長
か
ら
は
、
戦
後
の
日

本
は
人
口
増
加
や
経
済
成
長
な
ど
本
来
は

二
次
的
目
標
で
あ
る
も
の
が
究
極
目
標
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
傾
向
が
あ
る
が
、「
幸

福
」
は
ま
さ
に
そ
う
し
た
究
極
目
標
に
該

当
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
幸
福
度
指
標

の
作
成
と
一
体
に
様
々
な
調
査
や
住
民
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地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
方
創
生
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
養
成
を
目
的

と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
地
方
創
生
実
践
塾
」
を
実
施
し
て
い
る
。
７
月
23
日
（
木
）

及
び
24
日
（
金
）
に
東
京
都
荒
川
区
で
開
催
さ
れ
た
今
年
度
第
２
回
実
践
塾
の
内
容

に
つ
い
て
、主
任
講
師
の
広
井
良
典
氏
に
ご
報
告
い
た
だ
い
た
。　
　
（
地
域
支
援
課
）



ニ
ー
ズ
の
把
握
を
行
う
こ
と
が
重
要
と
の

指
摘
が
な
さ
れ
た
。

　

続
く
講
義
②
で
は
、
荒
川
区
自
治
総
合

研
究
所
の
佐
藤
宏
嗣
研
究
員
よ
り
、
Ｇ
Ａ

Ｈ
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
内
容
や
（
そ
れ

と
両
輪
の
関
係
に
あ
る
）「
地
域
力
」
と

の
関
わ
り
、
関
連
し
て
進
め
て
い
る
調
査

研
究
の
概
要
等
が
丹
念
に
説
明
さ
れ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
参
加
者
か
ら
は
幸
福
度
指

標
策
定
に
関
す
る
具
体
的
な
方
法
論
な
ど

に
つ
い
て
様
々
な
質
問
が
出
さ
れ
た
が
、

こ
う
し
た
話
題
は
そ
の
後
の
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
①（
５
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

１
日
目
で
印
象
に
残
っ
た
こ
と
及
び
幸
福

度
指
標
を
め
ぐ
る
意
義
と
問
題
点
に
つ
い

て
議
論
）
で
も
引
き
継
が
れ
、
各
グ
ル
ー

プ
か
ら
の
報
告
で
は
幸
福
度
指
標
に
関
す

る
様
々
な
課
題
が
指
摘
さ
れ
た
（
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
方
法
、
総
合
計
画
と
の

関
係
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
＝
行
政
の
施
策
自

体
＝
で
は
な
く
ア
ウ
ト
カ
ム
＝
そ
の
成
果

や
住
民
満
足
度
＝
を
重
視
す
る
こ
と
の
意

義
な
ど
）。

　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
・
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
（
２
日
目
）：
幸
福
度
指

標
の
意
義
と
課
題
に
つ
い
て
議
論

　

２
日
目
は
、
ま
ず
３
つ
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
行
い
（
永
久
水
利
施
設
見
学
、

「
荒
川
こ
ろ
ば
ん
体
操
」
見
学
、
ジ
ョ
イ

フ
ル
三
の
輪
商
店
街
見
学
）、
都
電
荒
川

線
で
荒
川
区
役
所
に
移
動
し
「
あ
ら
か
わ

満
点
メ
ニ
ュ
ー
」
の
昼
食
を
い
た
だ
い
た

後
、
全
体
の
ま
と
め
に
関
す
る
最
後
の
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
②
を
行
っ
た
。
こ
の
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、（
１
）
こ
の
研
修

を
通
じ
て
の
気
づ
き
（
２
）
幸
福
度
指
標

の
意
義
と
課
題
（
３
）
私
の
考
え
る
幸
福

度
指
標
ま
た
は
幸
福
政
策
（
４
）
荒
川
区

の
取
り
組
み
を
参
考
に
地
元
地
域
に
何
を

持
ち
帰
り
何
を
活
か
せ
る
か
、
の
４
点
に

つ
い
て
、
前
半
で
は
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
議
論
を
行
い
、
後
半
で
は
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
参
加
者
全
員
か
ら
報
告
を
い
た

だ
い
た
。
特
に
こ
こ
で
の
各
参
加
者
の
報

告
が
印
象
深
く
、「
幸
福
度
指
標
を
契
機

に
そ
も
そ
も
ど
う
い
う
地
域
を
つ
く
っ
て

い
く
か
と
い
う
大
き
な
視
点
が
得
ら
れ

る
」「
宗
教
な
ど
の
視
点
も
考
慮
す
る
必

要
が
あ
る
」「
居
場
所
づ
く
り
の
重
要
性
」

等
々
、
幸
福
度
指
標
に
関
す
る
多
く
の
重

要
な
点
が
提
起
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、最
後
に
広
井
よ
り
、

①
幸
福
度
指
標
は
い
わ
ば
最
先
端
か
つ
未

開
拓
の
取
り
組
み
で
あ
り
試
行
錯
誤
を
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
に
意
義
が
あ
る

②
幸
福
度
指
標
に
は
大
き
く
（
ａ
）
理
念

的
な
意
味
（
＝
地
域
の
幸
福
や
望
ま
し
い

姿
を
住
民
同
士
で
考
え
た
り
、
行
政
が
行

う
仕
事
に
意
味
や
哲
学
を
与
え
る
）
と

（
ｂ
）
ツ
ー
ル
と
し
て
の
意
味
（
＝
幸
福

度
指
標
や
関
連
の
調
査
を
通
じ
住
民
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
た
り
、
政
策
の
プ
ラ
イ
オ
リ

テ
ィ
を
見
定
め
た
り
す
る
）
が
あ
る
③
今

回
の
実
践
塾
は
幸
福
度
指
標
に
関
し
て
全

国
か
ら
人
が
集
ま
り
議
論
を
行
う
と
い
う

き
わ
め
て
ユ
ニ
ー
ク
か
つ
貴
重
な
機
会
で

あ
り
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
今
後
も
大

事
に
し
て
い
き
た
い
、
と
の
総
括
を
行
っ

た
。
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第２回地方創生実践塾（東京都荒川区）の概要

第１日目　７月23日（木）
	 講義①　「荒川区民総幸福度（ＧＡＨ）の取組み」
	 　　　　 －幸福度指標と地方創生　人口減少社会を希望に－
	 	 主任講師：広井　良典氏
	 パネルディスカッション
	 	 コーディネーター：広井　良典氏
	 	 パネリスト：西川　太一郎氏（荒川区長・特別区長会会長）
	 	 　　　　　：椎川　忍（一般財団法人　地域活性化センター理事長）
	 講義②　「ＧＡＨ指標等について」
	 	 特別講師：佐藤　宏嗣氏（公益財団法人 荒川区自治総合研究所研究員）
	 グループワーク①
	 	 主任講師：広井　良典氏

第２日目　７月24日（金）
	 フィールドワーク①「永久水利施設」
	 	 特別講師：小林　弘幸氏（荒川区防災都市づくり部防災街づくり推進課
	 	 	 	 	  防災特区・水利担当課長）
	 フィールドワーク②「荒川ころばん体操」
	 	 特別講師：荒川ころばん体操リーダーの皆様
	 フィールドワーク③「ジョイフル三の輪商店街」
	 	 特別講師：古川　三喜雄氏（三の輪銀座商店街振興組合理事長）
	 グループワーク②
	 	 主任講師：広井　良典氏
	 グループワーク発表・総括
	 	 主任講師：広井　良典氏

フィールドワークで訪れた「荒川ころばん体操」


